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3 自転車利用環境に関する現状分析と課題整理 

3.1 自転車利用環境に関する現状分析 

3.1.1 位置・地勢 

(1) 位置 

 

 
 

図 3-1 長岡京市の位置 

出典：長岡京市ＨＰ 

○京都盆地の西南部に位置し、北は向日市・京都市、東は京都市、南は大山崎町、西は西

山連峰を境に大阪府と接している。 
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(2) 地形 

 

 
図 3-2 長岡京市の地形 

出典：長岡京市みどりの基本計画改訂版素案 

 

○東西約 6.5 キロメートル、南北約 4.3 キロメートル、総面積 19.17 平方キロメ

ートルで東西に長い長方形をなしている。 

○地形は北西方向に高地、南東方向が低地となり、総面積の約 4 割を占める西部の

西山と、中央部の段丘地、そして、桂川・小畑川・小泉川によって形成された沖

積平野で構成されている。 

〇総面積の約 65 パーセントが可住地の平たん部であり、残りの西山山地は、市街

地の背景として本市の景観の主体となっている。 
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(3) 土地利用 

 

 

 
図 3-3 土地利用現況図 

出典：長岡京市立地適正化計画（平成 29 年 4 月） 

 

○中央部に市街地が形成され、公共公益施設用地や住宅地など都市的な土地利用が

なされている。 

〇東部は、名神高速道路・東海道新幹線に沿って工業地となっている。 

○西部は、山林や農地となっている。 
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3.1.2 人口・施設分布 

(1) 人口の推移 
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図 3-4 年齢 4区分別人口と高齢化率の推移 

 

表 3-1 長岡京市の人口及び年齢 3区分別人口と高齢化率の将来推計 

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年
人口総数 79,844 80,090 79,745 78,638 76,953 74,851 72,565 70,378
15歳未満 11,220 11,242 10,987 10,400 9,877 9,438 9,209 8,967
15～64歳 50,100 47,839 46,976 46,700 45,489 43,274 39,916 37,655
65歳以上 16,950 20,546 21,782 21,538 21,587 22,139 23,440 23,756

高齢化率 21.2% 25.7% 27.3% 27.4% 28.1% 29.6% 32.3% 33.8%  

出典：国勢調査、『日本の地域別将来推計人口』（平成 30（2018）年推計） 

○人口は 2015年をピークに減少傾向に入ると見込まれている。 

〇一方で高齢化が進展し、2040年にはおよそ３人に 1人が高齢者になると見込ま

れている。 
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(2) 夜間人口密度 

 

 

 

 
図 3-5 夜間人口密度 

出典：平成 27 年 国勢調査 

 

 

○夜間人口は駅から徒歩圏内に中心に密度が高い地区が分布しているが。一部駅か

らはなれた地域にも密度が高い地区がある。 
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(3) 従業人口密度 

 

 

 

 
 

図 3-6 従業人口密度 

出典：平成 26 年 経済センサス 

 

○従業人口は、長岡天神駅、長岡京駅周辺のエリアで密度が高くなっている。 
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(4) 日常施設分布 

 

 

 

 

 
図 3-7 主要日常施設分布 

出典：国土数値情報、大型小売店総覧 2017（大型小売店） 

○病院や大型小売店などの日常施設は鉄道駅を中心に立地している。 

〇一部の病院や商業施設は、駅から離れた地域にも分布している。 
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行政機関
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(5) 学校（高校以上）分布 

 

 

 

 
図 3-8 学校（高校以上）の分布 

出典：国土数値情報 

 

○高校や大学は、駅から離れた地域にも立地している。 

 
西向日駅 



2．自転車利用環境に関する現状分析と課題整理 

3-9 

3.1.3 交通環境 

(1) 広域交通（高速道路・鉄道） 

 

    

 
図 3-9 広域交通基盤 

出典：長岡京市第二期都市計画マスタープラン（平成 28年 3 月） 

 

○交通は、JR 東海道本線長岡京駅と阪急電鉄京都線長岡天神駅、西山天王山駅があ

り、 東側には名神高速道路・国道 171号が縦走している。 

○鉄道は、JR・阪急ともに京都都心まで 15分以内、大阪都心まで 30分以内とな

っている。 
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(2) 公共交通 

 

    
図 3-10 基幹的公共交通のカバー圏域 

出典：長岡京市立地適正化計画（平成 29 年 4 月） 

 

 
図 3-11 バスサービスに対する満足度 

○市街地の大部分が運行本数 30 本／日以上のバス停の圏域となっており、基幹的

公共交通路線の徒歩圏人口カバー率は、現状（2015年）において約 8割であり、

三大都市圏平均（66％）と比較しても高い。 

○市民ニーズでは、バスの運行本数に対する不満の割合が高くなっている。 

久貝地区など 

粟生地区など 
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出典：長岡京市地域公共交通ビジョン（平成 25 年 7 月） 

 

(3) 道路 

1) 自動車交通量 

 

 

 
図 3-12 自動車交通量  

出典：平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査 

○広域的な幹線道路である高速道路、国道 171号以外では、自動車交通量が１万台

を超えるような区間は少ない。 

8 
H27セ12ｈ交通量

 - 5,000

5,000 - 10,000

10,000 - 15,000

15,000 - 20,000

20,000 -

値なし



2．自転車利用環境に関する現状分析と課題整理 

3-12 

 

 

2) 混雑状況 

 

 

 
図 3-13 道路混雑度 

 

 

 

 

 

 

図 3-14 混雑度の定義、推定される交通状況 

出典：平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査 

 

○広域幹線道路である国道 171号に加え、各駅周辺の一部区間では混雑度が１を上

回っている。 
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3.1.4 移動状況 

(1) 代表交通手段別分担率 
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【休日】 
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図 3-15 長岡京市の目的別代表交通手段別分担率 

 

※長岡京市内・市外間のトリップは 0.5トリップとしてカウントした 

出典：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

○長岡京市における代表交通手段分担率は、全目的で自転車が平日・休日ともに

15％となっている。 

○自転車の分担率は、平日は「自由（私事）目的」、次いで「登校」、「出勤」の

順、休日は「登校（ただしトリップ数は少ない）」で高くなっている。 

○一方、自動車は全目的では平日 32％、休日 50％であり、特に「自由（私事）」

目的で高くなっている。 
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(2) 自転車のトリップ数、目的構成（代表交通手段） 
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図 3-16 長岡京市における自転車のトリップ数、目的構成 

 

※長岡京市内・市外間のトリップは 0.5トリップとしてカウントした 

出典：第５回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査 

 

 

○代表交通手段が自転車である市内のトリップ数は、平日が約 18,000トリップ、

休日が約 12,000トリップとなっている。 

○目的構成を見ると、平日は「自由（私事）」が 32％と最も多く、次いで「出勤」

「登校」の順、休日は「自由（私事）」が 45％を占める。 

 

目的構成は、「自由（私事）」目的平日は自由 

自転車のトリップ数 

18,221 トリップﾞ 

自転車のトリップ数 

12,289 トリップ 



2．自転車利用環境に関する現状分析と課題整理 

3-15 

(3) 他市町との人の動き 

1) 通勤・通学における流出人口・流出先 

 

 
図 3-17 長岡京市民の流出人口と流出先 

出典：統計データで見る長岡京市のすがた 
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図 3-18 他市町村への流出人口割合の比較（京都市を除く府内の市） 

出典：国勢調査（平成 27 年） 

○通勤・通学における流出人口は約 26,000 人、人口に占める割合は約 33％と府

内都市においても高く、流出先は京都市・大阪市が多い。 
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2) 他市町への通勤・通学における利用交通手段 
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図 3-19 他市町への通勤・通学における交通手段別分担率 

出典：国勢調査（平成 22 年） 

 

 

 

 

○他市町との通勤・通学における代表交通手段は、鉄道が 36％ともっとも高い。 

○鉄道端末交通手段では、「自転車」が 34％と最も高く、トリップ数は約 3,200

である。 

 

鉄道端末自転車のトリップ数：3,151 

代表交通手段 

鉄道端末交通手段 
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(4) 他都市との自転車分担率の比較（通勤・通学） 
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図 3-20 代表交通手段自転車分担率の比較（通勤・通学） 
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図 3-21 鉄道端末交通手段自転車分担率の比較（通勤・通学） 

出典：国勢調査（平成 22 年） 

 

 

○府内他都市と自転車分担率（通勤・通学）を比較すると、代表交通手段では京都

市に次いで第２位、鉄道端末交通手段では約 9％で第１位となっている。 
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(5) 地域別の交通手段別分担率 

 

 

 
図 3-21 地域別の阪急長岡天神、JR長岡京への交通手段 

 

 
図 3-22 自転車利用が多い流動 

出典：長岡市地域公共交通ビジョン（平成 25年 7月） 

○阪急長岡天神、JR長岡京駅への地域別交通手段を見ると、「久貝地区」「今里地

区」「粟生地区（長岡天神駅のみ）」で自転車が 50％以上と高くなっている。 
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(6) 自転車交通量 

 

 

 

 
 

図 3-23自転車交通量 

出典：平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査 

 

 

○自転車交通量は、鉄道駅周辺の路線において、1日 500台以上と多くなっている。 
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(7) 歩行者交通量 

 

 

 

 
 

図 3-24歩行者交通量 

出典：平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査 

 

 

 

 

○歩行者交通量は、鉄道駅周辺の路線で、1日 500人以上と多くなっている。 

歩行者交通量
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3.1.1 交通安全 

(1) 自転車関連事故 

1) 事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-25 市内の自転車事故件数の推移 

出典：長岡京市資料 
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図 3-26 他都市との人口あたり自転車事故件数（平成 26年）の比較 

出典：交通事故総合分析センターホームページ 

○市内の自転車事故は減少傾向にあるものの平成 30年には 39件発生し、人口 10

万人当たりの事故件数（H26）は府内都市ワースト３位となっている。 

〇これは、自転車分担率が高いことが一因であると考えられる。 

全 238件 
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2) 時間帯別発生件数・年齢別の事故件数 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-27 自転車事故の時間帯別発生件数（平成 26～30年） 

出典：長岡京市資料 

 

3) 第一・第二当事者別割合 

 

  
図 3-28 自転車事故の第一・第二当事者別割合（平成 26～30年） 

出典：長岡京市資料 

○市内自転車事故のうち、自転車が第二当事者の割合が 75%を占める一方、第一当

事者の割合も 20%存在する。 

 

○市内自転車事故の発生時間帯は、朝の通勤通学時間帯（8時台）及び夕方の帰宅時

間帯（17時台）が特に高くなっている。 

全 238件 

全 238件 
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4) 当事者の年齢 

 

 
図 3-29 自転車事故（第一当事者が自転車）の年齢別当事者割合（平成 26～30年） 

出典：長岡京市資料 

  

 
図 3-30 自転車事故（第二当事者が自転車）の年齢別当事者割合（平成 26～30年） 

出典：長岡京市資料 

○第一当事者、第二当事者ともに 10代・20代の若年層の割合が高い。 

〇若年層は特に第一当事者の割合が高く、法令違反を起こしている割合が高いと考え

られる。 

 

全 60件 

全 190件 
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【参考】第一当事者が自転車事故の法令違反 

 

事故件数
13
11
5
3
3
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

指定場所一時不停止
車両等－安全運転義務違反－動静不注視
車両等－自転車の通行方法違反
車両等－指定場所一時不停止等
車両等－交差点安全進行義務違反－交差道路通行車両

法令違反

通行区分・右側通行
徐行場所違反
歩行者妨害等
自転車の通行方法違反

交差点安全進行義務違反
安全不確認
指定場所一時不停止等
交差点右折方法違反
車両等－安全運転義務違反－安全不確認－前方、左右
追越し方法違反

ハンドル操作不適
安全運転義務違反(その他)

前方不注意
通行妨害（歩行者）
信号無視
動静不注視
通行区分違反
車両等－信号無視

 

 計６０ 

 

出典：長岡京市資料 
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5) 事故の相手 

 

 
図 3-31 自転車事故（第一当事者が自転車）の相手内訳（平成 26～30年） 

出典：長岡京市資料  

 

 

 
図 3-32自転車事故（第二当事者が自転車）の相手内訳（平成 26～30年） 

出典：長岡京市資料 

  

 

○事故の相手は、自転車が第二当事者の場合は「自動車」が 75％と圧倒的に高い。 

○自転車が第一当事者の場合は「自動車」が 45％で最も高いが、「歩行者」も 12％

存在する。 

全 60件 

全 190件 
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6) 自転車事故の類型 

 
 

  
図 3-33 事故類型別の内訳（平成 26～30年） 

 

 
図 3-34 事故類型別の内訳（平成 26～30年） 

出典：長岡京市資料 

○自転車事故の類型は、自転車が第一当事者・第二当事者ともに「出会い頭」が最も

多く、それぞれ 43％、53％を占める。 

○次いで、「左折時」が第一当事者・第二当事者ともに約 1割を占める。 

全 60件 

全 190件 



2．自転車利用環境に関する現状分析と課題整理 

3-27 

 

 

【参考】自転車の通行位置による出会い頭事故の危険性について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-35 自転車の通行位置による出会い頭事故の危険性 

出典：国土交通省 第 3 回安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会資料（平成 27 年 6 月） 

 

 

○国の資料では、車道の逆走及び歩道の民地側通行は、出会い頭事故の危険性が高い

ことが示されている。 

○自転車の車道上の順走及び、歩道の場合は車道側通行を促進することで、出会い頭

事故の抑制が期待される。 
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7) 市内の自転車事故発生箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-36 市内の自転車事故発生個所（平成 26～30年） 

出典：長岡京市資料 

 

 

8) 通学路における危険個所 

 

○市内で発生している自転車事故は、長岡天神駅、長岡京駅周辺に集中している。 

 

 

長岡京駅 

 

長岡天神駅 

西山天王山駅 

 
西向日駅 
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(2) 高齢ドライバーによる交通事故 

 

 

 
図 3-37 京都府内において高齢ドライバーが第１当事者となる事故件数の推移 

出典：京都府警資料 

 

○京都府内においても、高齢化の進展に伴い高齢ドライバーが第１当事者となる交通

事故の割合が増加している。 
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3.1.2 自転車通行環境・駐輪場 

(1) 自転車の通行環境整備状況 

 

 

 
 

図 3-38 自転車通行環境が整備されている区間 

 

出典：長岡京市資料 

○国のガイドラインに沿って車道上に自転車通行空間が整備されているのは、市内で

はアゼリア通りの約 500m（整備形態は車道混在）のみである。 

車道混在 
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(2) 駐輪場の立地状況 

 
 

 

 
 

図 3-39 駐輪場の立地状況 

出典：長岡京市資料,長岡京市 HP 

 

○市内の駐輪場は、長岡天神駅、長岡京駅、西山天王山駅周辺に立地している。 
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3.1.3 観光・ツーリズム 

(1) 観光施設分布・入込客数 

 

 

 
図 3-40 観光交流施設分布 

出典：長岡京市オープンデータ、長岡京市資料 

 

○市内の観光施設は、「長岡天満宮」を始め、「光明寺」「サントリー京都ビール

工場」などの主要施設が点在している。 
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長岡京市立神足 

ふれあい町家 

（旧石田家住宅） 

19,400人 

西山グリーンハウス 

30,000人 

凡例 
    

                    

   観光施設名 
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(2) レンタサイクル 

 

 

 
図 3-41 レンタサイクル 

出典：長岡京市観光協会 HP 

○阪急長岡天神駅前及び、阪急西山天王山駅観光案内所において、レンタサイクルが

実施されている。 
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(3) サイクリングロード 

 

 
図 3-42 淀川河川公園（サイクリングロード） 

 
図 3-43 周遊観光促進のためのサイクリング事業の検討 

出典：国土交通省 近畿地方整備局「淀川河川公園整備・管理運営プログラム」 

○淀川河川公園の一部として、大阪市から桂川・宇治川・木津川の分流地点までサイ

クリングロードが整備されている。 

〇分流地点には、「さくらであい館」という交流施設が整備されており、周辺観光促

進のためにサイクリング事業等が検討されている。 

〇桂川にも、京都市内方面のサイクリングロードが整備されている。 
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3.2 自転車利用環境に関する課題整理 
以上の「自転車を取りまく動向等の整理」、「上位計画、関連計画の整理及び把握」、

「長岡京市の自転車利用に関する現況」を踏まえ、長岡京市の自転車利用環境に関する

課題を次ページに整理した。 
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長岡京市の関連分野における方針等 

鉄道駅周辺に都市機能を誘導 
「長岡京市立地適正化計画（平成 29年）」 

〇「中心拠点型都市機能誘導区域」は、長岡天神駅、長
岡京駅、西山天王山駅、西向日駅周辺エリアに設定 

長岡京市の自転車利用環境に関する課題 

課題４：自転車事故のさらなる抑制 

○人口当たりの自転車事故件数は府内都市ワースト３位で、自転車

利用が多いことが一因と考えられるが、総合計画で掲げられてい

る交通事故件数や負傷者の抑制に寄与するためにもさらなる抑制

が求められる。 

〇事故類型は出会頭が多いこと、歩行者との事故も一定数発生して

いることから、車道通行促進のための通行環境整備が求められる。 

〇若年層の事故が多く、第一当事者となる割合も高いことから、通

行環境整備と合わせた通行ルール・マナー等の啓発も求められる。 

課題１：駅を中心とした自転車通行環境の向上 

〇市外への通勤通学や主要施設が立地していることから、駅周辺の

自転車利用が多い一方で、歩行者と分離して自転車通行環境が整

備されているのは一部に留まり、充実が求められる。 

◯今後の人口減少下においても都市の活力を維持するため、集約型

都市構造形成やにぎわい創出への貢献が求められる。 

課題３：サイクリングロード等を活用した健康・観光分

野への貢献 

○本市から近接して大阪市や京都市を結ぶサイクリングロードが存

在し、この資源を活用して健康増進やスポーツ振興、観光振興へ

貢献することが求められる。 

 

都
市
構
造 

公
共
交
通 

災
害
対
応 

交
通
安
全 

集約型都市構造の推進 
◯国では、人口減少下においても都市の持続可能性を
確保するために、集約型都市構造を推進している。 

〇集約型都市構造を形成するにあたり、自転車は主に
拠点エリアにおける移動手段の役割を担うことが
示されている。 

 

環境負荷低減への要請 
◯温室効果ガス削減の国際目標として、我が国は

2030年度に 2013年度比 26％減、2050年に 80％減
と今後大幅な削減が求められている。 

 
高齢ドライバーによる交通事故への対応 
◯高齢化の進展に伴い、運転ドライバーによる交通事
故の割合が増加傾向にある。 

 

公共交通補完への要請 
◯バス等の公共交通事業者は、都市部においてもドラ
イバーの確保や、収支採算性の向上が課題となって
おり、効率性の向上が求められている。 

 

健康寿命延伸への要請 
◯今後高齢化の進展により年齢構成が変化し、社会保
障費削減や労働力確保等の観点から健康寿命の延
伸が求められている。 

 
サイクルスポーツの裾野拡大 
◯自転車の利用目的や嗜好が多様化することによ
り、スポーツ車が普及している。 

 

観光立国による地域活性化の推進 
◯近年訪日外国人観光客が急増しており、東京オリン
ピックや大阪万博等を契機にしたさらなる拡大や
地域活性化への貢献が目標とされている。 

 

災害の頻発 
◯近年、大規模な地震や水害が頻発しており、今後も
南海トラフ等の大規模な地震の発生が予想されて
いる 

 

自転車事故のさらなる削減への要請 
◯全交通事故死者数の減少割合に対して、自転車乗用
中の死者数の減少割合の方が小さくなっている。 

○また、自転車乗車中による死亡事故の割合は他国よ
りも高くなっており、自転車事故のさらなる抑制が
求められている。 

 

震災時の避難・帰宅手段は徒歩が基本 
「長岡京市地域防災計画（平成 25年）」 

〇震災発生時の避難や帰宅手段は、徒歩が基本として示
されている。 

市内交通事故発生件数・負傷者の抑制 
「長岡京市第４次総合計画（平成 28年）」 

〇交通事故の減少を図るため、自転車の安全指導や啓蒙
を強化し、自転車通行空間の確保を調整する。 

 

 

 

 

市内移動円滑化の推進 
「長岡京市第４次総合計画（平成 28年）」 

〇「交通至便というまちの強みを最大限に活かすため
に、市内移動の円滑化を図っていく」 

 

健康寿命の延伸と市民スポーツの促進 

「長岡京市健康増進計画（平成 26年）」 

〇目標として「健康寿命の延伸」などが掲げられている。 

「長岡京市スポーツ推進計画（平成 27年）」 

〇基本理念として「一市民一スポーツ」が掲げられてい
る。 

 

 

長岡京市の自転車に関する現状 

駅を中心とした自転車利用が多い 
〇主要施設は駅周辺に多く立地しているほか、市外

への通勤・通学の鉄道端末自転車利用が多い 

 

歩行者と分離した自転車通行環境は一部区
間のみ 
〇車道上に自転車通行環境が整備されている路線は
アゼリア通りの一部区間に留まる。 

 

 

自転車事故件数は府内都市ワースト３位 
◯市内の自転車関連事故は減少傾向にあるものの平
成 30 年には 39 件発生し、人口当たりの事故件数
は府内都市でワースト３位（H26時点） 

〇通勤・通学時間帯や若年層の事故が多い。 

〇事故の相手は自動車、事故類型は出会頭が多い 

〇歩行者との事故も５年間で 7件発生 

〇発生箇所は、長岡天神駅や長岡京駅周辺が多い。 

 
 
 

 

長岡天満宮等の主要観光施設が点在 
◯「長岡天満宮」を始め、「光明寺」「サントリー
京都ビール工場」などの主要施設が点在する。 

 

 

観光スポット間のアクセシビリティの強化 
「新・長岡京市観光戦略プラン（平成 29年）」 

〇施策として「観光スポット間の交通アクセシビリティ
の強化」が挙げられており、「レンタサイクルのより
一層の普及推進等」が示されている。 

 

大阪市・京都市を結ぶサイクリングロード
が存在 
◯淀川・桂川には、大阪市や京都市を結ぶサイクリ
ングロードが整備されており、河川管理者と自治
体が連携した観光周遊の促進が検討中である。 

 

道路混雑が一部路線で発生 
〇自動車分担率はそれほど高くないものの、駅にア
クセスする一部の路線では混雑が発生。 

 

私用目的では自動車分担率が比較的高く、
高齢ドライバーは今後さらに増加の懸念 
〇本市の自動車分担率は 50％未満であるが私用目的
では比較的高く、高齢化の進展に伴い高齢ドライ
バーが増加することが懸念される。 

 

バスは運行本数に対するニーズが高い 
〇市内の大部分の地域が基幹的な公共交通でカバー
されているものの、バスの運行本数に対する不満
度は高くなっている。 

課題２：バスの補完及び自動車からのさらなる転換促進 

〇駅から離れた大部分の地域がバスでカバーされているものの、運

行本数に対する不満が高く、ドライバー不足等の観点も踏まる

と、自転車にはバスを補完する役割が求められる。 

◯本市の自動車分担率は私事目的では比較的高く、環境負荷の低

減、高齢ドライバーへの対応、健康増進等の観点から、より一層

の自転車等への転換が求められる。 

長岡天神駅周辺は歩行者が主体 
「阪急長岡天神駅周辺整備基本計画（平成 31年）」 

〇阪急長岡天神駅のにぎわい創出のため、歩行者主体の
交通ネットワーク形成を図ることが示されている。 

移動手段は徒歩・自転車と公共交通が中心 
「長岡京市地域公共交通ビジョン（平成 25年）」 

〇「交通至便というまちの強みを最大限に活かすため
に、市内移動の円滑化を図っていく」 

「長岡京市第二期環境基本計画（平成 25年）」 

〇「環境の都」を掲げ、クリーンな移動手段である自転
車の利用を促進 

 

 

 

通学路の安全確保 
「長岡京市通学路交通安全ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（平成 26年）」 

〇関係機関との合同点検やＰＤＣＡサイクルとして繰
り返し実施し、通学路の安全性向上を図っていく。 

 

 

 


